平成21年度待ち時間調査の結果について

飯田市立病院医療サービス推進委員会　待ち時間対策部会

１　実態分析

（1） 全体（初診＋再診）

· 平均待ち時間３８分（昨年３７分）　

· 「～１４分」患者数が４８４人（昨年３７９人）　過去５年間で最多、逆に「３０分～」は減少

· 患者割合は「～１４分」４０.７％（昨年３５.２％）　過去５年間で数％増加

· 「１５分～」は５年間ほぼ同じ割合

（2） 初診患者のみ

· 「予約あり」の平均待ち時間４３分（昨年５０分）　７分短縮

· 「予約なし」の平均待ち時間８５分（昨年６６分）　１９分延長

· 「予約あり」の患者割合は　～２９分１１.８%（昨年７.６％）、３０分～は僅かな割合で分散

· 「予約なし」の患者割合は1時間待ちが１２.８％（昨年１４.％）とピークで全体に分散

（3） 再診患者のみ

· 平均待ち時間３０分（昨年３４分）で過去５年間では最短

· 「～１４分」の患者割合が４６.９％（昨年３８.５%）と過去５年間で１０％ほど増加し最多

· 「予約あり」の平均待ち時間２２分（昨年２８分）６分短縮　

· 「予約あり」の患者割合は「～２９分」５２.４％（昨年４５.８%）　６.６％の増

· 「予約なし」の平均待ち時間５４分（昨年５３分）　ほぼ同じ

· 「予約なし」の患者割合は「～２９分」１２%（昨年９.８%）「３０分～１時間」まで６.１%（昨年１３.１%）、１時間～３時間までは僅かづつ分散

（4） 科別（全体　初診＋再診の内訳）

· 「予約あり」平均待ち時間「～１４分」：７科（昨年４科）、「１５～２９分」：３科（昨年６科）

「３０～４４分」：４科（昨年２科）、「４５分～５９分」：１科（昨年１科）

· 昨年から短縮した：８科（１０分以上の短縮が５科）、ほぼ変わらず：（４科）

延長した：４科（延長の中には元々が短時間の科もあり）

２　まとめ

· 短時間待ちの患者割合が増加している。特に「予約あり」は、初診、再診ともに顕著で、昨年平均２８分のところ今年は２２分と６分短縮になり、努力している結果が現れている。

· 「予約なし」を見ると、特に再診において早い時間に比較的大勢が診察を受けている。「予約なし」を「予約あり」の前に入れて診察するルール等、予約方法が各科でまちまちであり、このことが予約患者の待ち時間延長の原因のひとつと思われる。

３　今後の対策

1 長い科について科別に診療実態を調査し問題点や改善策を協議する

· 「予約なし」は緊急でない限り、お待ちいただくというルールの徹底を図る。

· 予め予約を入れない時間帯を設けて、予約なしで緊急の人の診察に当てるといった方法の検討
2 再来受付機、待ち時間案内・患者誘導システム、自動支払機の導入を図る。

3 待ち時間の苦痛を緩和する対策として、電子看板の充実等、アメニティの向上を図る。

４　厚労省調査（大臣官房統計情報部平成17年「受診行動調査の概要」）による全国の大病院と当院の比較　　

· 「予約あり」の「0~15分待ち」の割合は全国平均23%、当院は53%と2.3倍

· 「予約なし」の「0~15分待ち」の割合は全国平均7．5%、当院は19.3%と2.5倍

· 再診の「0~15分待ち」割合は全国平均20.3%、当院は46.9%と2.3倍

· 全国的に見ても当院は短時間待ちの割合が圧倒的に多く、努力していることが分かる。

